
中
世
地
方
文
書
に
お
け
る
文
字
詞

菅
　
　
原
　
　
範
　
　
夫

目
　
次

は
じ
め
に

一
、
『
日
葡
辞
書
』
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
文
字
詞

二
、
『
実
隆
公
記
』
　
に
見
ら
れ
る
文
字
詞

三
、
『
毛
利
家
文
書
』
等
に
見
ら
れ
る
文
字
詞

四
、
鎌
倉
時
代
の
文
字
詞

お
わ
り
には

　
じ
　
め
　
に

文
字
詞
は
『
国
語
学
大
辞
典
』
な
ど
に
よ
る
と
、
一
般
に
次
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。

○
文
字
詞
は
鯉
を
「
こ
文
字
」
、
蛤
を
「
た
文
字
」
と
い
う
よ
う
に
、
語
頭
を
残
し
て
あ
と
を
略
し
、
代
わ
り
に
「
文
字
」
を
添
え
る
も

の
を
さ
す
。
女
房
詞
の
一
種
で
、
も
っ
と
も
普
通
に
用
い
ら
れ
た
娩
曲
表
現
法
で
あ
る
。

○
女
房
詞
は
室
町
時
代
ご
ろ
御
所
や
仙
洞
御
所
に
奉
仕
す
る
女
性
、
つ
ま
り
女
房
の
間
で
用
い
ら
れ
た
一
群
の
こ
と
ば
を
指
す
。
こ
の

名
称
の
初
出
は
『
大
上
席
御
名
之
事
』
で
あ
る
。

中
世
地
方
文
書
に
お
け
る
文
字
詞
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三
一
〇

〇
女
房
調
は
『
と
は
ず
が
た
り
』
に
「
九
献
（
酒
）
」
等
が
見
ら
れ
る
。
室
町
時
代
以
前
で
も
宮
廷
女
性
社
会
で
は
若
干
は
こ
の
類
の
椀

曲
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
「
女
房
詞
」
の
項
目
　
『
国
語
学
大
辞
典
』
）

○
足
利
将
軍
家
・
徳
川
将
軍
家
に
つ
か
え
る
女
性
か
ら
し
だ
い
に
町
家
の
女
性
に
普
及
し
、
ま
た
男
性
の
用
語
に
も
は
い
る
よ
う
に
な

っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
「
女
房
詞
」
）

○
近
世
の
消
息
文
で
は
文
字
詞
を
交
え
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
（
「
消
息
文
」
の
項
目
　
『
国
語
学
研
究
辞
典
』
）

文
字
詞
が
女
房
詞
の
一
種
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
関
連
す
る
女
房
詞
と
と
も
に
ま
と
め
た
。
用
例
が
確
認
さ
れ
る
時
期
、
発
生
の
場

所
・
理
由
、
一
般
社
会
に
広
が
る
経
緯
に
つ
い
て
現
在
で
の
理
解
が
知
ら
れ
る
。

（1）

一
方
で
、
中
世
文
書
の
中
に
は
女
房
の
書
い
た
文
献
と
は
趣
を
異
に
す
る
用
法
が
見
ら
れ
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
（
後
述
）
。

本
稿
は
毛
利
家
文
書
及
び
中
国
地
方
に
お
け
る
文
書
を
資
料
と
し
て
、
中
世
の
地
方
に
お
い
て
日
常
生
活
の
中
で
文
字
詞
が
ど
の
よ
う
に

用
い
ら
れ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
、
文
字
詞
の
性
質
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
い
と
考
え
る
。

「
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
『
日
葡
辞
書
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
文
字
詞

さ
て
、
中
世
の
文
字
詞
が
収
め
ら
れ
て
い
る
い
く
つ
か
の
文
献
の
例
を
再
確
認
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

《
海
人
藻
芥
》
（
文
字
詞
の
部
分
の
み
を
抜
き
出
し
、
該
当
語
に
は
傍
線
を
施
す
。
以
下
、
同
じ
。
）

内
裏
仙
洞
ニ
ハ
一
切
ノ
食
物
二
異
名
ヲ
付
テ
被
召
事
也
。
一
向
不
存
知
者
当
座
二
迷
惑
ス
ベ
キ
者
哉
。
飯
ヲ
供
御
。
酒
ハ
九
献
。
餅
ハ
カ

チ
ン
。
味
噌
ヲ
ハ
ム
シ
。
塩
ハ
シ
ロ
モ
ノ
。
豆
腐
ハ
カ
ベ
。
索
醇
ハ
ホ
ソ
モ
ノ
。
松
草
ハ
マ
ツ
。
鯉
ハ
可
可
叫
。
鮒
パ
オ
可
頭
。
鵜
ハ
外

耳
河
。
（
但
ツ
グ
ミ
ヲ
供
御
1
六
不
備
也
（
割
書
）
）
ツ
ク
ぐ
シ
ハ
ッ
ク
。
蕨
ハ
ワ
ラ
。
葱
ハ
ウ
ツ
ホ
。
如
比
異
名
ヲ
被
付
。
近
比
ハ
将
軍

家
ニ
モ
。
女
房
達
皆
異
名
ヲ
申
ス
ト
云
々
。
（
群
書
類
従
）

《
大
上
席
御
名
之
事
》



〇
一
剖
引
均
は
。
三
と
こ
ろ
も
と
が
み
に
つ
く
る
な
り
。

〇
一
が
剖
ゆ
ふ
こ
と
。
ま
づ
か
み
の
う
ゑ
の
き
わ
を
ぴ
ん
の
か
み
を
の
け
て
ゆ
ひ
て
。
（
略
）
叫
叫
均
の
し
ゃ
く
は
さ
だ
ま
り
た
り
。

〇
一
げ
す
は
ま
ゆ
つ
く
ら
ず
。
刺
引
u
か
け
ず
。
わ
き
め
あ
る
べ
か
ら
ず
。

○
女
房
こ
と
ば
（
略
）
一
ゑ
そ
。
こ
ん
も
じ
。
し
ら
な
み
と
も
。

一
こ
い
。
引
用
叫
。
（
略
）
一
す
し
。
す
も
じ
。
（
略
）
一
さ
ば
。
さ
も

u
。
（
略
）
一
た
こ
。
柑
引
均
。
（
略
）
一
い
か
。
同
封
。
（
略
）
一
く
き
。
引
引
け
。
（
略
）
一
に
ら
。
ふ
た
も
じ
。
一
き
。
ひ
と
も

じ
。
（
略
）
一
に
ん
に
く
。
に
も
じ
。
（
群
書
類
従
）

《
お
湯
殿
の
上
の
日
記
》

一
般
語
5
9
種
、
御
所
名
・
人
名
2
0
種
、
女
房
名
2
1
種
が
見
ら
れ
、
物
の
名
が
中
心
的
で
あ
る
。

《
日
葡
辞
書
》
（
訳
は
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
に
よ
る
。
）

O
C
O
m
O
j
i
．
小
麦
。
こ
れ
は
婦
人
語
で
あ
る
。

O
F
i
m
O
j
i
．
空
腹
で
あ
る
。
こ
れ
は
婦
人
語
で
あ
る
。

O
M
u
m
O
j
i
．
小
麦
、
大
麦
。
こ
れ
は
婦
人
語
で
あ
る
。

（2）

（
小
高
恭
氏
の
ま
と
め
に
よ
る
。
）

O
N
i
m
O
j
i
．
に
ん
に
く
。
婦
人
語
。

O
Q
i
a
m
O
i
n
a
．
－
這
i
a
崇
．
つ
や
や
か
で
、
こ
ざ
っ
ぱ
り
し
て
、
は
な
や
い
だ
（
こ
と
）
。
こ
れ
は
婦
人
語
で
あ
る
。

《
ロ
ド
リ
ゲ
ス
　
『
日
本
大
文
典
』
》

（
略
）
又
語
頭
の
綴
字
を
切
取
っ
て
そ
れ
に
M
O
n
j
i
（
文
字
）
と
い
ふ
綴
字
を
添
へ
た
も
の
は
、
元
の
語
の
意
味
を
表
す
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ

が
使
は
れ
る
。
例
へ
ば
、
F
u
m
O
畳
（
ふ
文
字
）
は
F
u
m
i
（
文
）
を
意
味
し
、
S
。
m
O
n
j
i
（
そ
文
字
）
は
S
O
n
a
t
a
（
そ
な
た
）
、
P
a
m
O
蜃
（
ぱ

文
字
）
は
P
a
d
r
e
（
ば
あ
て
れ
）
を
意
味
す
る
。
（
「
女
子
の
消
息
に
就
い
て
」
訳
本
7
2
4
貢
）

『
海
人
藻
芥
』
は
「
食
物
」
の
異
名
と
し
て
取
り
上
げ
て
お
り
、
文
字
詞
を
用
い
る
上
で
の
限
定
性
が
明
確
で
あ
る
。
『
大
上
膿
御
名
之
事
』

中
世
地
方
文
書
に
お
け
る
文
字
詞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
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に
お
い
て
も
大
部
分
は
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
に
「
か
も
じ
（
髪
）
」
が
別
に
用
い
て
あ
り
、
文
字
詞
の
内
容
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
見
え
る
。

ま
た
、
「
ひ
と
も
じ
」
に
は
元
の
語
の
語
頭
音
節
を
利
用
す
る
と
い
う
形
式
か
ら
の
発
展
が
見
ら
れ
る
。
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
『
日
葡
辞
書
』

も
傾
向
は
同
じ
と
考
え
ら
れ
る
。
ロ
ド
リ
ゲ
ス
『
日
本
大
文
典
』
で
は
、
消
息
文
に
お
け
る
文
字
詞
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
の
文
献
と
は
性
格
を
異
に
す
る
場
面
で
の
使
用
例
で
あ
る
。
代
名
詞
の
文
字
詞
と
と
も
に
「
ば
も
じ
（
ぱ
あ
て
れ
）
」
が
見
ら
れ
、
文
字

詞
と
な
る
語
の
対
象
が
大
き
く
拡
が
っ
て
い
る
さ
ま
が
見
ら
れ
る
。

『
日
葡
辞
書
』
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
『
日
本
大
文
典
』
も
女
性
の
使
用
す
る
語
と
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
女
性
を
中
心
と
し
て
用
い
ら
れ
る
語
と

し
て
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
『
実
隆
公
記
』
に
見
ら
れ
る
文
字
詞

（3）

冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
、
『
実
隆
公
記
』
紙
背
文
書
に
つ
い
て
は
小
高
恭
氏
に
言
及
が
あ
る
。
氏
は
本
文
文
明
六
年
か
ら
長
享
三
年
ま
で
の

紙
背
文
書
中
に
見
ら
れ
る
文
字
詞
で
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
中
に
使
用
さ
れ
て
い
な
い
例
を
抜
き
出
し
て
、
そ
の
特
徴
を
次
の
よ
う
に
ま

と
め
て
お
ら
れ
る
。

消
息
文
の
文
字
詞
は
そ
れ
と
し
て
、
別
個
に
考
察
す
べ
き
で
あ
る
が
、
本
日
記
と
比
べ
て
み
て
、
人
名
等
に
類
す
る
も
の
の
文
字
詞

が
目
立
つ
。
又
、
本
日
記
の
、
も
の
に
対
す
る
例
が
多
い
の
と
異
り
、
感
情
、
抽
象
概
念
に
関
す
る
文
字
詞
の
方
が
多
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
『
実
隆
公
記
』
の
紙
背
文
書
全
て
を
精
査
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
む
し
ろ
、
本
日
記
の
文
字
詞
と
重
る
例
の
方
が
少
い
よ

う
で
あ
る
。
同
じ
く
御
所
に
関
っ
て
い
て
も
、
日
記
と
消
息
文
と
で
は
、
当
然
書
き
言
葉
の
場
が
異
る
か
ら
、
そ
こ
で
の
使
用
語
彙

に
も
違
い
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
又
、
消
費
文
の
伝
達
は
書
き
手
と
読
み
手
の
二
人
で
、
日
記
よ
り
場
は
せ
ま
く
、
そ

の
点
文
字
詞
使
用
が
容
易
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
（
引
用
者
注
、
「
本
日
記
」
と
は
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
を
指
す
。
ま
た
、
文
明
六
年

か
ら
長
享
三
年
は
続
群
書
類
従
完
成
会
『
実
隆
公
記
』
第
十
巻
所
収
分
に
当
た
る
。
）



こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
文
書
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
文
字
詞
の
特
徴
が
よ
く
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
再
度

抜
き
出
す
こ
と
は
省
略
に
従
う
が
、
氏
の
列
挙
さ
れ
た
例
の
中
に
お
い
て
は
、
山
科
言
国
、
庭
田
雅
行
の
二
人
の
男
性
の
書
状
に
文
字
詞
の

例
が
確
認
さ
れ
る
。

こ
こ
で
は
延
徳
元
年
か
ら
明
応
八
年
ま
で
の
紙
背
文
書
（
同
右
書
第
十
二
壱
）
の
例
を
掲
げ
る
。
（
括
弧
内
は
時
期
・
差
出
人
等
及
び
貢
数
）

○
み
も
し
さ
ま

に
も
猶
さ
り
よ
く
申
候
へ
と
お
ほ
せ
ら
れ
候
（
延
徳
元
年
冬
・
女
房
奉
書
　
2
）

○
刊
引
U
よ
り
さ
き
の
文
御
ひ
ろ
う
候
て
（
延
徳
元
年
冬
・
新
大
納
言
典
侍
勒
修
寺
房
子
消
息
　
5
）

○
咄
引
u
御
所
な
り
て
候
に
（
延
徳
二
年
冬
・
女
房
奉
書
　
れ
）

○
そ
の
ゝ
ち
は
御
事
つ
け
さ
へ
う
け
給
候
は
て
、
創
刊
引
U
に
思
ひ
ま
い
ら
せ
候
つ
る
と
お
か
し
く
候
（
延
徳
三
年
春
　
9
6
）

○
両
度
の
割
引
U
と
も
ま
い
り
候
て
（
延
徳
三
年
春
・
伏
見
宮
邦
高
親
王
御
書
　
塑

○
∃
引
u
御
所
は
ち
か
く
は
な
り
候
ま
し
く
候
（
延
徳
三
年
十
月
・
女
房
奉
書
　
望

○
∃
l
射
し
ー
御
所
の
御
め
て
た
き
に
引
叫
U
を
す
く
し
候
て
、
け
ふ
ま
て
も
て
ふ
る
ひ
候
て
、
う
つ
ゝ
な
く
候
、
御
引
引
u
候
へ
く
候
（
明
応

三
年
正
月
二
月
・
女
房
奉
書
　
1
8
4
）

○
蔵
人
方
功
者
心
安
候
な
か
ら
、
嘲
叫
u
な
る
仁
に
て
候
程
に
、
（
明
応
四
年
正
月
二
月
・
町
広
光
書
状
　
塑

○
又
ま
割
引
u
の
し
ゆ
つ
し
の
事
、
（
略
）
み
も
し
さ
ま

よ
り
も
色
ノ
＼
御
き
う
く
ん
に
て
候
、
（
略
）
郷
あ
も
し
と
御
ふ
た
り
さ
ま
く
に
申

候
へ
は
、
（
略
）
け
ふ
ち
と
御
ぶ
も
l
u
に
あ
ひ
て
候
へ
は
、
（
略
）
あ
こ
に
つ
れ
て
割
引
U
も
こ
の
御
所
へ
ま
い
り
候
や
う
に
と
て
、
（
明
応

四
年
正
月
二
月
・
新
典
侍
消
息
カ
　
n
n
l
聖

○
猶
す
も
し
よ
り
も
よ
く
く
申
候
へ
と
て
候
、
（
明
応
四
年
三
月
夏
・
大
納
言
典
侍
広
橋
顕
子
消
息
　
2
2
0
）

○
ち
と
も
う
く
と
し
候
て
、
い
と
ゝ
文
の
し
き
創
刊
も
由
り
さ
へ
と
御
は
つ
か
し
く
お
ほ
え
さ
せ
を
は
し
ま
し
候
、
（
明
応
四
年
秋
．
大
津
願

成
就
院
三
位
房
妻
滋
野
井
氏
消
息
　
塑

中
世
地
方
文
書
に
お
け
る
文
字
詞
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〇
御
て
い
よ
り
た
か
を
の
も
み
ち
御
み
せ
候
は
と
に
、
叫
引
L
l
を
も
申
さ
れ
候
、
（
明
応
五
年
九
月
十
月
・
新
典
侍
勒
修
寺
房
子
消
息
　
3
3
0
）

○
御
咄
引
u
な
か
ら
よ
く
そ
と
申
つ
く
し
か
た
う
お
は
え
さ
せ
お
は
し
ま
し
候
、
（
略
）
御
所
〈
う
ち
も
御
を
き
候
は
ぬ
御
事
に
て
、
醐

劃
u
わ
た
ら
せ
を
は
し
ま
し
候
へ
く
候
、
（
明
応
五
年
九
月
十
月
　
型

○
中
な
も
し
ゑ
も
し
も
申
候
へ
と
て
候
、
（
明
応
五
年
十
一
月
十
二
月
・
女
房
奉
書
　
3
3
9
）

○
と
し
か
よ
り
候
て
、
引
引
u
も
も
と
の
や
う
に
も
候
は
す
候
、
（
略
）
め
て
た
き
も
の
は
引
叫
U
に
て
候
け
る
と
、
（
明
応
六
年
夏
七
月
八

月

　

3

6

5

）

○
あ
す
の
て
ん
，
l
月
叫
U
に
申
て
候
、
（
略
）
そ
れ
に
も
一
日
み
功
引
u
剖
剖
御
き
た
の
と
き
御
中
候
へ
は
、
（
明
応
六
年
九
月
冬
・
勾
当
内
侍
消
息

洲
）

○
た
れ
に
か
と
み
せ
ま
い
ら
せ
候
も
、
御
可
も
引
u
候
へ
と
お
か
し
く
候
、
（
明
応
七
年
三
月
夏
・
女
房
奉
書
　
4
1
7
）

○
あ
ら
ノ
＼
御
引
引
u
な
る
お
ほ
せ
事
候
や
く
、
（
明
応
七
年
三
月
夏
・
勝
仁
親
王
上
艦
勒
修
寺
藤
子
消
息
　
4
1
8
）

○
あ
ま
り
に
引
叫
u
ま
い
り
候
は
と
に
（
明
応
七
年
三
月
夏
・
女
房
奉
書
　
4
2
0
）

〇
一
日
の
こ
ろ
う
ち
つ
ゝ
き
た
る
引
u
ゆ
へ
に
て
（
明
応
七
年
夏
・
女
房
奉
書
　
塑

○
こ
の
一
ふ
た
ゆ
め
く
し
き
ち
も
し
さ
に
て
候
へ
と
も
、
（
明
応
七
年
秋
・
雲
龍
院
善
叙
書
状
　
棚
）

○
又
叫
引
U
へ
き
の
ふ
は
御
う
れ
し
く
思
ひ
ま
い
ら
せ
候
（
明
応
七
年
秋
　
用
）

〇
九
引
u
け
さ
御
ま
い
り
候
て
、
（
明
応
七
年
冬
・
女
房
奉
書
　
4
6
6
）

○
引
引
u
ひ
し
／
＼
と
ま
い
ら
せ
ら
れ
候
へ
く
候
、
（
明
応
八
年
春
・
女
房
消
息
　
4
7
4
）

○
引
引
u
□
た
れ
ノ
＼
も
ま
い
ら
せ
ら
れ
候
ま
し
く
候
、
（
明
応
八
年
春
・
女
房
消
息
　
掴
）

こ
こ
で
列
挙
し
た
例
に
つ
い
て
み
る
と
、
男
性
の
書
状
に
も
い
く
つ
か
の
使
用
例
が
見
ら
れ
る
。
小
高
氏
の
指
摘
さ
れ
た
例
の
男
性
使
用

例
と
併
せ
て
男
性
の
書
状
の
中
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
さ
し
て
例
外
的
な
こ
と
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
右
の
差
出
人
等
を



み
て
も
判
明
す
る
よ
う
に
、
男
性
の
使
用
例
は
多
い
も
の
で
は
な
く
、
や
は
り
、
女
性
の
使
用
例
が
多
い
。

三
、
『
毛
利
家
文
書
』
等
に
見
え
る
文
字
詞

中
央
の
文
書
に
お
け
名
文
字
詞
の
使
用
を
『
実
隆
公
記
』
に
見
た
が
、
地
方
の
文
書
で
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
。
『
毛
利
家
文
書
』
（
大
日
本
古

文
書
）
に
例
を
取
っ
て
、
地
方
の
実
態
を
探
る
こ
と
に
す
る
。
文
字
詞
を
含
む
当
該
部
分
を
抜
き
出
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

①
弘
元
御
子
　
　
　
＼
興
元
　
御
か
み
さ
ま
高
橋
殿
之
御
苛
u
　
御
苛
u
初
は
山
内
へ
御
座
候

福
原
御
腹

御
割
引
∪
　
武
田
殿
へ
御
座
候
、
御
割
引
u
一
人
有
之

元
就
　
御
薗
引
u
三
人
（
略
）
　
（
一
九
一
系
譜
書
）
（
番
号
は
大
日
本
古
文
書
『
毛
利
家
文
書
』
の
書
状
番
号
、
次

例
以
下
、
差
出
人
⑪
受
取
人
を
注
す
。
そ
の
外
の
類
は
適
宜
内
容
に
沿
っ
て
注
す
。
）

②
（
切
封
ウ
ハ
書
）
聖
も
し
へ
ま
い
る
へ
く
候
（
二
三
八
　
足
利
義
輝
⑪
聖
護
院
道
増
）

③
一
五
竜
之
事
、
是
又
割
引
u
所
之
儀
、
我
々
ふ
ひ
ん
に
存
候
条
、
（
四
〇
五
　
元
就
⑪
隆
元
）

④
一
五
竜
之
事
、
、
是
又
苛
u
御
大
候
事
に
候
間
、
（
四
〇
七
　
隆
元
甚
平
佐
就
之
）

⑤
さ
候
間
、
御
つ
ほ
ね
へ
申
て
候
〈
、
御
l
刊
叫
U
よ
り
被
仰
候
者
、
則
御
同
心
あ
る
へ
く
候
く
、

（
四
六
二
　
元
就
⑪
隆
元
）

⑥
誠
気
遣
候
之
虞
、
す
る
く
と
産
之
事
、
肝
要
此
事
候
、
苛
u
こ
そ
く
る
し
か
ら
す
、
可
然
候
へ
く
、
（
四
七
一
元
就
⑪
隆
元
）

⑦
某
元
之
は
そ
五
も
し
を
か

い
そ
く
殿
と
申
合
候
様
に
と
申
事
に
て
候
く
、
（
四
八
三
　
元
就
⑪
隆
元
）

⑧
昨
日
隆
景
申
候
つ
る
五
竜
中
割
引
日
録
之
儀
付
両
、
（
略
）
惣
別
彼
薗
副
し
の
事
は
一
段
之
大
鉢
に
て
候
間
、
（
四
七
四
　
元
就
⑪
隆
元
）

⑨
三
吉
へ
彼
返
礼
、
干
被
仰
之
由
候
、
是
に
は
殊
外
御
無
沙
汰
候
へ
は
、
⇒
可
U
に
心
を
付
候
事
に
て
候
間
、
（
四
九
三
　
元
就
⑪
隆
元
）

⑩
此
御
状
尤
候
く
、
我
等
日
之
初
よ
り
如
此
こ
そ
思
当
候
へ
ノ
＼
、
涯
分
封
引
U
は
御
大
候
は
ぬ
や
う
に
候
て
可
見
候
、
（
略
）
一
杉

七
事
は
不
粉
候
、
面
叫
u
家
之
事
者
、
何
と
候
て
も
、
又
次
を
仕
立
度
事
ま
て
に
て
候
ノ
＼
、
（
五
〇
五
　
元
就
⑪
隆
元
）

中
世
地
方
文
書
に
お
け
る
文
字
詞

三
一
五



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

⑪
甲
立
の
五
も
し
な
と
ま
て
も
　
（
五
三
九
　
元
就
各
隆
元
）

⑫
五
龍
之
習
な
と
か
上
ま
て
も
譲
を
な
し
度
事
の
み
候
へ
と
も
（
五
四
三
　
元
就
⑪
隆
元
）

⑬
猶
々
、
当
時
元
春
も
可
分
別
候
哉
と
存
候
、
隆
家
之
心
持
者
何
共
不
入
候
、
苛
U
と
は
等
閑
有
間
敷
事
に
て
候
、
又
苛
u
事
、

女
儀
に
て
候
間
、
分
別
わ
る
く
候
共
、
（
五
四
四
　
元
就
⑪
隆
元
）

⑭
隆
元
隆
景
元
春
苛
u
一
代
は
は
た
と
悪
事
な
き
様
に
て
（
五
四
五
　
元
就
⑪
隆
景
）

⑮
は
や
ノ
＼
五
龍
工
御
立
候
哉
、
御
礼
之
事
可
然
存
候
、
定
割
引
u
一
段
う
れ
し
か
り
候
へ
く
候
！
＼
、
（
略
）
但
又
山
引
U
は
は
た
と

同
心
あ
る
ま
し
き
に
す
み
候
は
ゝ
、
（
略
）
今
ま
て
は
剖
U
へ
の
儀
付
而
隆
元
有
無
之
儀
申
候
は
て
相
支
候
、
又
此
儀
付
而
、
一
昨

日
日
山
女
房
衆
よ
り
如
此
文
を
被
越
候
、
今
ま
て
麦
元
よ
り
お
さ
へ
置
候
と
て
、
内
儀
者
以
外
う
ら
み
に
て
あ
り
け
に
候
〈
、
然

間
、
た
ゝ
／
上
山
引
U
は
い
や
と
の
事
に
て
候
は
ゝ
、
其
段
を
被
聞
切
候
て
く
れ
ら
れ
候
へ
と
可
被
仰
候
ノ
＼
（
五
八
〇
　
元
就
各
隆

景
）

⑯
面
談
申
候
は
て
、
心
外
候
ま
ゝ
、
此
分
候
、
御
列
引
u
候
へ
く
候
、
（
五
八
五
　
隆
元
各
隆
景
）

⑰
尚
々
申
候
、
前
々
は
井
よ
も
し
家
中
之
儀
一
人
と
し
て
可
操
趣
に
候
つ
る
、
（
五
九
五
　
元
就
晶
未
詳
男
）

⑱
何
事
も
〈
き
ふ
ん
ら
し
く
、
す
ち
め
ら
し
く
候
や
う
に
、
な
い
ノ
＼
い
よ
く
か
引
∪
御
い
け
ん
か
ん
え
う
に
候
ノ
＼
（
六
〇
二

元
就
⑪
中
の
丸
）

⑩
御
お
ひ
御
給
候
す
る
事
、
め
て
た
か
る
へ
く
候
、
く
は
し
く
叫
叫
U
へ
申
ま
い
ら
せ
候
、
（
六
〇
四
　
隆
元
⑪
幸
鶴
）

⑳
加
引
L
l
の
い
け
ん
御
き
ゝ
候
は
す
は
、
く
せ
事
た
る
へ
く
候
、
（
六
一
二
　
隆
元
心
事
鶴
）

⑳
よ
ろ
つ
ひ
も
し
と
の
へ
申
候
、
返
々
、
五
も
し
け
も
し
に
候
よ
し
、
か
ん
え
う
に
候
、
ゆ
た
ん
な
く
御
そ
た
て
候
へ
く
候
（
六
九
六
　
隆

元
⑪
隆
元
夫
人
）

⑳
其
以
後
八
幡
之
凰
引
U
へ
ま
い
ら
せ
ら
れ
候
よ
し
、
（
八
二
　
隆
景
⑪
隆
元
）



⑳
又
御
と
も
し
さ
ま
へ
何
も
う
か

⑳
い
せ
ん
五
り
う
御
か
も
し
さ
ま

～
ひ
ま
い
ら
せ
候
、
（
一
三
一
八
　
降
元
夫
人
鼻
柱
就
宣
）

へ
も
申
ま
い
ら
せ
候
こ
と
く
、
（
略
）
こ
な
た
へ
御
引
叫
い
な
く
お
ほ
せ
き
か
せ
ら
れ
候
す
る
事
（
一

三
一
九
　
隆
元
夫
人
⑪
桂
左
衛
門
）

⑳
わ
さ
と
人
と
も
く
た
さ
れ
候
、
か
す
く
め
て
た
く
お
も
ひ
ま
い
ら
せ
候
、
ま
つ
ノ
～
L
も
へ
御
た
ち
の
よ
し
申
候
ま
～
、
御
し
ん

ろ
ふ
の
は
と
、
よ
し
た
に
御
と
も
し
に
候
は
ん
と
、
せ
う
も
し
に

て
候
へ
く
候
、
ほ
と
ち
か
く
御
な
り
候
て
、
御
お
と
つ
れ
御
さ
い

〈
き
ゝ
ま
い
ら
せ
候
は
ん
つ
れ
と
も
、
御
け
ん
さ
ん
申
候
は
ん
御
事
に
て
も
な
く
候
へ
は
、
か
も
し
さ

に
て
候
へ
く
候
、
（
略
）
お

ち
い
さ
ま
へ
の
文
と
、
よ
し
た
へ
の
文
を
御
と
ゝ
け
候
て
給
候
へ
く
候
、
な
を
〈
も
ひ
に
ま
し
御
ゆ
か
し
く
候
へ
く
候
、
く
な
い

と
の
へ
も
御
事
っ
て
申
ま
い
ら
せ
候
へ
く
候
、
御
例
も
引
u
割
な
か
ら
、
と
ゝ
め
ま
い
ら
せ
候
へ
く
候
、
（
一
三
二
二
　
五
（
氏
名
未
詳
、

五
龍
カ
）
　
⑪
廿
日
市
お
て
い
さ
ま
）

⑳
と
し
の
く
れ
の
御
悦
、
い
つ
か
た
も
お
ほ
し
め
す
御
ま
～
に
て
、
か
す
く
め
て
た
く
候
、
こ
と
に
ノ
＼
見
事
の
御
こ
そ
て
い
ろ
ノ
＼

く
た
さ
れ
候
め
て
た
く
候
（
略
）
返
々
、
と
な
た
も
お
な
し
御
事
に
お
ほ
し
め
す
御
ま
～
に
て
め
て
た
く
候
、
よ
し
た
よ
り
も
封
叫
U

と
も
あ
ま
た
く
た
さ
れ
候
て
、
め
て
た
く
候
（
一
三
二
三
　
未
詳
⑪
未
詳
）

⑳
も
し
〈
御
わ
つ
ら
い
候
て
は
と
思
ひ
ま
い
ら
せ
候
へ
は
、
か
も
し
さ
身
に
あ
た
り
候
て
こ
そ
候
へ
（
一
三
二
四
　
未
詳
⑪
隆
元
夫
人
）

⑳
我
ノ
＼
の
ほ
り
の
事
に
つ
き
、
下
へ
も
わ
さ
と
文
に
て
御
中
候
よ
し
、
う
け
給
候
へ
共
、
御
ち
ん
中
の
事
に
て
候
ま
～
、
御
の
は
せ

候
ま
し
く
候
と
お
は
せ
候
ま
ゝ
、
な
に
と
も
く
せ
う
L
に
て
候
、
何
と
し
て
も
、
ち
い
さ
ま
醐
桝
引
U
の
う
ち
に
、
一
た
ひ
御
め

に
か
～
り
た
き
と
の
ね
ん
も
し
に
て
候
（
略
）
な
に
と
し

て
も
、
こ
と
し
中
ち
も
し
さ
ま
御
け
も
し

に
候
へ
か
し
と
申
事
に
て
候
、
（
略
）

よ
し
た
に
も
、
か
も
し
さ
ま
、
ち
も
し
さ
ま
な
に
事
な
く
、
（
一
三
二
五
　
隆
元
夫
人
⑪
輝
元
）

⑳
（
端
裏
ウ
ハ
書
）
叫
引
u
ま
い
る
／
申
給
へ
（
一
三
二
七
　
五
⑪
兼
重
弥
三
郎
）

用
い
ら
れ
て
い
る
文
脈
も
併
せ
て
理
解
す
る
た
め
に
、
煩
を
厭
わ
ず
全
例
を
掲
げ
た
。
こ
れ
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

中
世
地
方
文
書
に
お
け
る
文
字
詞

三
一
七



鎌
　
倉
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代
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研
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八

井内メヽカjヽカへ十ノこ五聖すせぢつとねのひ三や 文
｛

よももももも’ももも1ヽノ
も、ももんもtも’もも

も目しじじ＝しいレじじPLもいレじじも目し…じドしいレ
子
詞

いレさじじき

⑰⑲⑱⑳⑳⑳⑳⑳①⑪②⑯⑳⑳⑤⑳㊧⑳⑳⑳㊧⑨⑩ 用
⑩⑳5⑩2 例
⑳2③2 番
⑭④⑬ 号

006 （用
例
数
）

⑦⑮
⑧㊧
2

井内一ヽ’ヵ兼悲愛堅小娘聖推承ぢつ殿未供念残［口三屋 内
上藤み重しし国袖護量知JヽLv君詳すずnノ

山吉形 容
有氏さ弥ささ女院すすさね多氏氏 （五景ま三性道まさ 胴）カβ貞増力

大用七見ち御⑳⑮⑳R
H

三 根
［口例十事1vつ御御御山吉 拠
本①「＼ノのさまととの女へ 等
古

「
十御まねももも房彼

文
書
の
傍
注
0
井
上
興
三
右
衛
門
尉
有
景
。

御
か
み
さ
ま
」

⑳
御
か
も
じ
さ
ま
、
⑳
か
も
じ
さ

ま
て
け
ん
こ
に
候
て
（五
九
九
）

⑳
⑳
御
け
も
じ

こ
そ
て
い
ろ
′
＼
た
さ
れ
候
（同
文
書
中
）

（同
文
書
中
）

⑳
⑳
ち
も
じ
さ
ま

申
て
候
（同
文
書
中
）

⑤
御
っ
も
じ

じ
さ
ま

いしじ
さ

衆
（五
八
〇
）

㊧
ひ
も
じ
ど
の

返
礼
（同
文
書
中
）

ま



最
も
使
用
例
の
多
い
の
は
「
五
も
じ
」
で
、
娘
、
あ
る
い
は
女
性
を
話
題
に
す
る
こ
と
の
多
い
生
活
が
か
い
ま
見
ら
れ
る
。
こ
こ
に
見
え

る
文
字
詞
は
「
か
み
さ
ま
」
「
ぢ
い
さ
ま
」
「
つ
ば
ね
」
「
殿
」
と
い
っ
た
人
を
表
す
名
詞
、
「
聖
護
院
道
増
」
「
日
山
氏
」
「
内
藤
氏
」
な
ど
の

人
名
、
ま
た
、
「
推
量
す
」
な
ど
の
動
詞
ま
で
あ
り
、
言
葉
の
種
類
を
選
ば
ず
文
字
詞
に
し
て
い
る
実
態
が
判
明
す
る
。

「
か
も
じ
」
「
と
も
じ
」
「
や
も
じ
」
は
書
状
に
よ
っ
て
指
す
内
容
が
異
な
る
。
そ
の
よ
う
な
例
は
『
毛
利
家
文
書
』
以
外
で
近
い
関
係
に

あ
る
文
書
と
の
比
較
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
。

○
長
ま
つ
七
日
の
ひ
よ
り
、
む
し
心
に
て
ね
つ
き
い
て
、
（
略
）
き
ね
ん
や
う
L
や
う
に
五
郎
さ
ゆ
た
ん
な
く
候
よ
し
、
さ
や
う
御
大
候

は
ん
と
、
お
し
も
お
ち
五
郎
さ
き
つ
か
い
の
は
と
、
外
引
u
申
候
（
略
）
御
き
ふ
ん
の
ほ
と
く
は
し
く
又
や
か
て
う
け
給
た
く
候
、
も

し
ゃ
く
に
て
候
は
ゝ
、
ひ
う
か
殿
に
も
五
も
し
い
ま
た
に
て
候
ま
ゝ
、
心
に
何
と
お
ほ
し
め
し
候
と
て
も
、
さ
や
う
も
な
り
ま
い
ら

せ
候
ま
し
く
候
ま
ゝ
、
何
か
と
き
つ
か
い
申
候
、
く
す
し
の
事
に
ゆ
た
ん
候
ま
し
く
候
、
（
『
吉
川
家
文
書
』
一
四
三
七
　
吉
川
広
正
夫
人

並
お
ち
、
お
し
も
）

○
少
さ
く
た
り
て
、
お
し
も
ま
ん
そ
く
の
ほ
と
、
引
引
U
申
候
、
（
『
吉
川
家
文
書
』
　
二
四
三
八
　
吉
川
広
正
夫
人
⑪
お
し
も
、
お
ち
）

○
何
事
も
く
く
は
し
く
申
候
す
れ
共
、
我
く
事
御
刊
引
u
あ
る
へ
く
候
、
又
そ
れ
の
御
事
も
引
叫
u
申
候
ま
ゝ
、
中
く
く
は
し

か
ら
す
候
、
め
て
た
く
又
々
か
し
く
（
『
萩
藩
閥
閲
録
』
遺
漏
3
－
2
　
元
就
⑪
中
の
丸
）

こ
れ
ら
の
「
す
も
じ
」
は
「
推
量
す
」
と
い
う
内
容
で
同
様
で
あ
る
が
、

○
上
さ
ま
へ
御
み
ま
ひ
と
て
、
御
つ
か
ひ
ま
い
ら
れ
、
こ
と
に
み
か
ん
二
こ
、
割
引
U
（
酢
文
字
）
三
お
け
（
桶
）
ま
い
ら
れ
、
は
る
く

の
御
事
に
て
御
大
候
に
、
色
く
御
こ
ゝ
ろ
人
と
も
、
一
た
ん
〈
御
き
け
ん
の
御
事
に
て
御
大
候
、
（
『
吉
川
家
文
書
』
八
四
三
　
大

中
世
地
方
文
書
に
お
け
る
文
字
詞
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蔵
卿
局
⑪
吉
川
広
家
）

は
食
物
の
「
す
し
」
を
指
し
、
異
な
る
。
ま
た
、

○
（
捻
封
ウ
ハ
書
）
叫
引
u
ま
い
る
（
『
吉
川
家
文
書
』
一
二
一
七
　
吉
川
元
春
夫
人
並
子
息
広
家
）

に
見
え
る
「
ひ
も
じ
」
は
「
広
家
」
を
指
し
、
⑳
と
は
異
な
る
。

文
字
詞
は
文
脈
に
よ
っ
て
指
す
内
容
が
異
な
る
の
が
通
常
の
よ
う
で
あ
る
。
中
央
の
資
料
と
比
較
し
て
も
、
特
に
現
場
性
の
高
い
人
名
な

ど
は
顕
著
で
あ
る
。
そ
れ
は
固
定
的
な
も
の
で
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
小
高
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、
文
書
を
交
わ
す
当
事
者
の
間
で
理
解

し
合
え
れ
ば
よ
い
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
文
書
が
書
か
れ
る
状
況
を
共
有
す
る
者
同
士
で
あ
れ
ば
、
臨
時
的
な
文
字
詞
で
間
違
い
は
生
じ
な

い
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
同
じ
「
～
も
じ
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
も
、
そ
れ
が
用
い
ら
れ
る
状
況
が
異
な
れ
ば
指
す
内
容
も
同
時
に
変

わ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
の
点
は
中
央
の
文
書
に
お
い
て
も
地
方
の
文
書
に
お
い
て
も
違
い
は
認
め
ら
れ
な
い
。
実
際
の
使
用
現
場
に
お

い
て
は
、
娩
曲
表
現
と
し
て
の
形
式
と
し
て
文
字
詞
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
『
海
人
藻
芥
』
な
ど

に
掲
げ
る
よ
う
に
、
普
遍
性
の
高
い
食
物
に
限
っ
て
み
れ
ば
固
定
的
に
見
え
る
も
の
の
、
文
字
詞
は
そ
の
他
に
普
通
名
詞
、
人
名
、
あ
る
い

は
動
詞
ま
で
に
も
用
い
ら
れ
る
の
が
実
態
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
固
定
的
な
語
の
み
で
機
能
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
、
書
状
の
差
出
人
と
受
取
人
と
を
見
れ
ば
、
元
就
か
ら
隆
元
に
当
て
た
書
状
十
通
を
始
め
と
し
て
男
性
同
士
で
用
い
る
こ
と
も
普
通

に
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
女
性
が
差
出
人
で
あ
る
こ
と
や
、
受
取
人
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
必
ず
し
も
女
性
に
か
か
わ
る
も
の
で
な
い

こ
士
も
明
ら
か
で
あ
る
。
更
に
、
両
者
の
関
係
は
親
し
い
間
柄
に
あ
る
場
合
が
主
で
、
敬
意
の
た
め
の
娩
曲
表
現
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
。

む
し
ろ
、
親
し
み
を
込
め
た
表
現
に
用
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

文
字
詞
は
、
中
世
に
お
い
て
地
方
の
文
書
に
お
い
て
も
日
常
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
右
に
見
た
よ
う
に
、
生
活
に
密
着
し

て
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
男
性
・
女
性
を
問
わ
ず
用
い
て
い
る
。



四
、
鎌
倉
時
代
の
文
字
詞

さ
て
、
そ
れ
で
は
文
字
詞
は
い
つ
の
時
代
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
鎌
倉
時
代
の
例
と
し
て
は
夙
に
日
蓮
遺
文
の
用
例
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

○
聖
人
一
つ
ゝ
。
蝋
劃
刊
一
を
け
。
生
和
布
一
こ
。
聖
人
と
咄
刻
割
は
さ
て
を
き
候
ぬ
。
生
和
布
は
始
に
て
候
。

（
（
弘
安
四
年
）
一
二
月
二
日
書
状
）

こ
こ
で
は
「
す
み
さ
け
」
の
異
名
の
「
聖
人
」
と
と
も
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
書
面
か
ら
す
る
と
「
聖
人
」
と
「
味
文
字
」
は
さ
し
て
珍
し

い
も
の
で
は
な
く
日
常
の
品
物
で
、
そ
れ
を
直
裁
的
に
言
う
の
で
は
な
く
娩
曲
的
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
日
蓮
遺
文

で
は
、
こ
の
他
に
「
八
木
」
「
十
字
」
「
青
鬼
」
等
の
表
現
が
多
出
す
る
。
国
田
百
合
子
氏
は
こ
の
文
字
詞
を
「
隠
語
で
も
忌
詞
で
も
な
く
、

（4）

む
し
ろ
し
ゃ
れ
た
用
法
と
考
え
ら
れ
る
」
と
し
て
お
ら
れ
る
。
多
く
の
異
名
と
と
も
に
用
い
ら
れ
る
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
や
は
り
直
裁
的
表

現
を
避
け
る
気
持
ち
が
強
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
他
、
管
見
に
入
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
鎌
倉
時
代
の
正
中
二
年
以
前
の
文
書
に
見

（5）

ら
れ
る
例
が
あ
る
。
そ
れ
は
厳
島
神
社
蔵
『
反
故
紙
経
』
紙
背
文
書
の
例
で
あ
る
。

○
圃
心
さ
し
申
つ
く
し
か
た
く
候
、
□
つ
く
る
み
事
に
〈
口
□
も
の
と
も
に
て
候
に
う
れ
し
く
候
、
副
判
U
の
を
け
一
は
は
う
ち
ゃ
う

へ
そ
れ
よ
り
と
て
□
て
候
、
さ
御
心
え
候
へ
、
二
あ
る
を
な
と
や
一
こ
れ
へ
と
て
候
ほ
と
に
、
さ
て
そ
れ
よ
り
と
申
し
て
つ
か
は
し
て

候
、
（
華
厳
経
巻
二
第
八
紙
裏
）

こ
れ
は
同
筆
の

○
て
ら
の
や
う
を
も
み
、
を
の
く
に
も
け
さ
ん
に
入
た
く
候
、
口
に
し
た
か
い
候
て
は
御
こ
ひ
し
く
み
ま
い
ら
せ
た
く
候
、
凪
て
く

副
引
U
の
□
［
］
給
□
（
華
厳
経
巻
二
第
九
紙
裏
）

に
続
く
も
の
と
考
え
ら
れ
、
「
み
も
じ
」
な
ど
を
を
送
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
て
の
お
礼
の
部
分
と
考
え
ら
れ
る
。
「
み
も
じ
」
は
ま
た
、
こ
れ

中
世
地
方
文
書
に
お
け
る
文
字
詞
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も
同
筆
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、

〇
二
月
の
す
へ
に
は
か
な
ら
す
く
下
候
へ
く
候
、
さ
て
〈
副
引
U
の
を
け
二
給
候
ぬ
御
心
さ
し
申
つ
く
し
か
た
く
□
（
華
厳
経
巻
六
第

一
六
紙
裏
）

と
も
見
え
る
。
巻
二
第
八
紙
裏
に
は

○
下
保
て
事
の
や
う
を
も
み
、
と
も
か
く
も
て
ら
の
事
と
も
ら
は
か
ら
い
た
く
候
、

と
も
あ
り
、
お
そ
ら
く
は
都
に
住
居
し
て
い
る
寺
の
関
係
者
、
護
念
寺
の
尼
僧
か
ら
西
金
寺
に
宛
て
た
文
書
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
も
「
み

も
じ
」
は
味
噌
の
文
字
詞
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
日
蓮
遺
文
の
例
と
こ
の
『
反
故
紙
経
』
の
紙
背
文
書
の
例
と
の
確
認
に
よ
り
、
鎌
倉
時

代
の
文
字
詞
は
、
男
女
を
問
わ
ず
、
地
域
も
広
く
全
国
に
亙
っ
て
使
用
さ
れ
、
地
方
に
あ
っ
て
も
理
解
で
き
る
日
常
的
な
表
現
で
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
る
。
ま
た
、
い
ず
れ
も
僧
が
食
物
な
ど
の
贈
物
に
つ
い
て
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
直
接
的
表
現
を
避
け
る
言
い
方
と
し
て
用

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

地
方
文
書
の
用
例
を
見
る
こ
と
に
よ
り
中
世
の
文
字
詞
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
こ
こ
に
見
ら
れ
た
こ
と
は
、
室
町
時
代
に
は
既
に
地

方
の
男
性
の
日
常
に
お
い
て
も
よ
く
用
い
ら
れ
た
表
現
で
あ
っ
た
こ
と
が
ま
ず
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
鎌
倉
時
代
の
文
書
の
中
に
見
え
る
例
は
、

女
房
詞
の
最
も
古
い
例
と
言
わ
れ
る
『
と
は
ず
が
た
り
』
の
異
名
と
時
期
的
に
同
じ
で
あ
り
、
か
つ
、
使
用
者
は
宮
廷
女
性
で
は
な
い
よ
う

で
あ
る
。
文
字
詞
の
成
立
の
早
さ
、
広
が
り
の
大
き
さ
、
日
常
の
言
葉
で
の
使
用
と
現
場
性
が
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
指
摘
で
き
た
。
そ
れ
と

と
も
に
地
方
で
の
言
語
の
状
況
も
い
く
ぼ
く
か
は
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
、
地
方
言
語
の
解
明
と
中
央
語
の
解
明
と
の
両
面
に
お
い
て
、

こ
れ
ら
の
資
料
を
有
用
に
用
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
。



注（
1

（
2

（
3

（
4

（
5

小
高
恭
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
の
基
礎
的
考
察
』
（
和
泉
書
院
　
昭
6
0
・
2
）

注
1
文
献
。

注
1
文
献
。

「
ひ
も
じ
い
」
（
『
講
座
日
本
語
の
語
彙
』
1
1
　
明
治
書
院
　
昭
5
8
・
6
）
。

厳
島
神
社
蔵
『
反
故
紙
経
』
の
書
写
作
業
と
料
紙
に
つ
い
て
は
松
井
輝
昭
「
中
世
の
紙
背
文
書
の
整
理
法
を
め
ぐ
っ
て
ー
厳
島
神
社
蔵
反
故
襲
経
を
素

材
と
し
て
－
」
（
冨
録
と
資
料
』
第
8
号
　
1
9
9
7
・
1
0
）
が
あ
り
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
解
明
さ
れ
て
い
る
。
（
以
下
、
引
用
者
が
ま
と
め
た
。
）

「
沙
門
道
禅
」
（
詳
細
未
詳
）
の
勧
進
に
よ
っ
て
、
正
中
二
年
（
一
三
二
五
）
冬
か
ら
翌
年
の
春
に
か
け
て
、
柄
ノ
浦
の
「
小
量
島
（
現
在
該
当

す
る
島
は
未
詳
）
」
に
お
い
て
、
「
右
筆
覚
禅
」
（
詳
細
未
詳
）
ら
の
手
に
よ
っ
て
華
厳
経
な
ど
の
書
写
が
行
わ
れ
て
お
り
、
西
金
寺
（
現
広
島
県

御
調
郡
向
東
町
）
の
尼
僧
ら
（
西
金
寺
の
住
僧
と
旧
知
の
間
柄
で
あ
っ
た
尼
僧
た
ち
）
も
結
線
と
し
て
西
金
寺
蔵
の
反
故
紙
を
提
供
し
た
。
し
か

し
、
「
沙
門
道
禅
」
は
こ
の
五
部
大
乗
経
の
書
写
が
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
没
し
た
の
で
、
西
金
寺
で
は
歌
島
（
現
向
島
）
公
文
義
幸
（
ま
た
、
「
知

栄
」
。
書
写
に
か
か
わ
っ
た
唯
一
の
男
性
。
）
な
ど
の
援
助
を
も
得
な
が
ら
こ
の
事
業
を
進
め
た
。
経
巻
の
書
写
・
整
備
を
終
え
た
も
の
に
は
、
そ

の
つ
ど
「
引
首
銘
」
（
経
巻
の
端
裏
の
表
紙
銘
）
を
認
め
て
い
っ
た
。
な
お
、
「
元
徳
二
年
（
二
二
三
〇
）
」
の
功
徳
文
が
認
め
ら
れ
た
の
は
、
そ

れ
か
ら
し
ば
ら
く
の
ち
と
考
え
ら
れ
る
。
京
都
の
護
念
寺
（
西
金
寺
の
本
寺
）
な
ど
の
尼
僧
の
仮
名
消
息
な
ど
西
金
寺
に
あ
て
た
書
状
（
華
厳
経
・

月
蔵
経
の
料
紙
）
と
歌
島
公
文
の
「
家
」
に
保
管
さ
れ
て
い
た
文
書
（
大
集
経
料
紙
の
大
半
）
と
い
う
異
な
っ
た
文
書
群
の
反
故
紙
が
用
い
ら
れ

て
い
る
。

付
記
　
本
稿
を
な
す
に
あ
た
っ
て
、
秋
山
伸
隆
、
樹
下
文
隆
、
西
本
寮
子
、
五
條
小
枝
子
の
諸
氏
に
種
々
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
厳
島
神
社
蔵
『
反

故
紙
経
』
に
つ
い
て
は
厳
島
神
社
の
格
別
の
ご
高
配
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

中
世
地
方
文
書
に
お
け
る
文
字
詞




